
応用確率統計（演習 6）                    平成 22 年 11 月 18 日 
 
問 1 
確率変数の収束の定義とその関係を論ぜよ。さらに、法則収束について例を挙げ、説明せ

よ。 
 
 
 
 
 
問 2 
実数に値をとる確率変数 X と、同じ分布に従う独立な確率変数 X1、X2、…、Xnを考える。 
ただし X が区間[－1、1]上で一様分布の確率密度関数に従う確率変数であるとする。 
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とするとき、次の問題を答えよ。 
(a) Xnの特性関数を求めよ。 
(b) Ynの特性関数を{Xn}の独立性から求め、n で表せよ。 
(c) n が大きくなるとき、Ynの確率分布が法則収束するか。レビーの定理を使って、説明せ

よ。 [hint: ( )
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